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働きやすさを重視した環境配慮型新工場

ライオン小田原工場　完成
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施主インタビュー

ライオン株式会社
小田原工場　　　

工場長　吉村　耕太郎氏

（７） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　１０月１５日　（水曜日）

　ライオンが神奈川県小田原市で建設を進め
ていた新工場が完成した。同社の医薬品部門
の基幹工場で、国際基準に準拠した最先端の
製造拠点となる。同社工場初のZEB Ready認
証を取得したほか、生産能力を増強して国内
外の需要拡大に対応する。設計・施工はライオ
ンエンジニアリングと大成建設が担当した。

　――新工場建設の経緯を。
　稼働開始から年以上が経過している小田原工場の老朽化への対応と、将来の安
定的な供給体制確保のため、新工場の建設を決めました。小田原工場は当社の医薬
品部門の基幹工場で、解熱鎮痛剤「バファリン」などを製造しています。今後の海
外展開を見据え、医薬品製造の国際基準であるPIC/S GMPガイドラインに準拠し
た最先端の製造拠点を目指すことにしました。
　――新工場の特徴は。
　建屋は５階建てで、上層階から下層階へと生産ラインを設けて重力を利用する設
計としました。省エネと効率化に寄与します。将来の人手不足に対応するため自動
化も推進し、生産能力は旧工場の．倍となりました。私自身、長年小田原工場に
勤務してきたので、働きやすさが向上したことも実感しています。広い更衣スペー
スやリラックスできる空間を備えた休憩室など、従業員の意見を聞きながら計画し
ました。手間のかかるクリーンルームへの入退室も、前室の配置を工夫することで
時間短縮が可能となり、働きやすさにつながっています。

　――環境への配慮にも力を入れています。
　当社の工場で初めて、ZEB Ready認証を取得しました。サステナビリティー推
進は当社の重要方針です。二酸化炭素排出削減による社会貢献に加え、エネルギー
消費量を抑えてランニングコストを下げることを追求しました。計画当初から目指
していた認証取得が実現し、チャレンジしてよかったと思います。
　――プロジェクトを振り返って感想を。
　新工場の建設は、一生に一度あるかないかの出来事。新棟立ち上げに携わった社
員にとって、大きな成長の機会になりました。医薬品工場の経験が豊富な大成建設
は、設計段階からさまざまな要望に応えてくれ、設計・施工・エンジニアリングを
オールインワンで対応してくれました。責任ある仕事ぶりに感謝しています。
　――今後の事業展開への決意を教えてください。
　当社は薬品事業を「チャレンジ事業」と位置付け、国内外で成長を目指していま
す。国内ではセルフメディケーションが推進される中、今後さらに市販薬の需要拡
大が期待されます。海外で日本の医薬品は信頼性が高く、外国人観光客にも人気で
す。「バファリン」はコロナ禍で一時的に供給不足となったことがあり、次のパン
デミックに備える意味でも新工場は重要な役割を担います。安全・安心の医薬品を
製造し、世界中の人々の健康作りに貢献していきます。
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■工　事　名　称／小田原新薬品棟建設計画本体工事
■工　事　場　所／神奈川県小田原市田島
■発　注　者／ライオン株式会社
■設計・施工／ライオンエンジニアリング株式会社、大成建設株式会社
■構造・階数／Ｓ造５階塔屋１階建て

■敷　地　面　積／，．㎡
■建　築　面　積／，．㎡
■延　床　面　積／，．㎡
■工　　　期／年３月～年４月

　写真提供：ライオン株式会社


